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各
郷
づ
く
り
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
市
が
事
業
の
移
管
、
新
た
な
交
付
金
の

新
設
な
ど
を
柱
と
す
る
権
限
の
付
与
と
財
源
移
譲
を
提
案
。内
容
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。幹
線
道
路
の
渋
滞
に
伴
い
、
抜
け
道
と
し
て
生
活
道
路
に
進
入
す
る
車
両

が
急
増
。特
に
４
９
５
号
旭
橋
付
近
の
渋
滞
を
避
け
る
た
め
花
見
地
域
の
生
活
道
路

に
車
両
が
進
入
し
て
い
る
状
況
を
確
認
、調
査
を
行
っ
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

市
は
郷
づ
く
り
基
本
構
想
を
策
定
、権
限
と

財
源
移
譲
の
中
身
は

生
活
道
路
へ
の
進
入
車
両
が
急
増
、市
の
対
応
は

通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
両
方
向
合
計

１
時
間
当
た
り
７
０
０
台
近
く
の
車

両
通
行
が
測
定
さ
れ
て
い
る
。
市
は

交
付
金
財
源
や
交
通
規
制
対
策
を
含

め
、
福
岡
県
・
福
岡
県
警
と
協
議
を

行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
視
覚
的
危
機

感
を
伝
え
る
交
差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装

化
な
ど
を
施
工
す
る
予
定
。
ま
た
幹

線
道
路
で
囲
ま
れ
る
地
域
内
の
生
活

道
路
エ
リ
ア
内
を
制
限
速
度
30
㎞
と

す
る
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
指
定
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
渋
滞
緩
和

対
策
に
つ
い
て
は
福
間
駅
松
原
線
が

全
線
開
通
の
後
、
車
両
の
流
れ
を
実

態
調
査
し
、
検
討
を
行
う
。

　
市
は
権
限
移
譲
の
柱
と
し
て
①
地

域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
活

動
を
自
ら
の
判
断
で
選
択
し
、
決
定

で
き
る
こ
と
②
必
要
な
活
動
を
「
郷

づ
く
り
計
画
」
に
盛
り
込
み
、
実
現

に
向
け
た
手
法
を
自
ら
選
択
し
、
決

定
で
き
る
こ
と
③
拠
点
施
設
の
管
理

運
営
を
郷
づ
く
り
が
担
う
こ
と
（
指

定
管
理
者
等
）
を
掲
げ
て
い
る
。
ま

た
移
譲
す
る
財
源
の
柱
は
、①
郷
づ
く

り
推
進
事
業
交
付
金
の
見
直
し
②
市

事
業
委
託
型
交
付
金
の
創
設
③
事
業

提
案
型
交
付
金
の
創
設
予
定
。

　
委
員
会
で
は
財
源
の
移
譲
に
あ

た
っ
て
、
市
の
財
政
が
緊
迫
し
て
い

る
現
状
を
考
え
る
と
市
が
確
保
す
る

財
源
の
範
囲
内
で
移
譲
す
る
こ
と
が

要
望
さ
れ
た
。

　
幹
線
道
路
渋
滞
に
よ
る
生
活
道
路

へ
の
進
入
車
両
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
道
で
あ
る
浜
田
橋
・
花
見
線
で
は
、

　
福
津
市
の
保
育
所
等
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
「
保
育
所
再
編
計
画
」
に
よ
り
進
め

て
き
た
が
、
急
激
な
人
口
増
加
に
伴
い
待
機
児
童
が
急
増
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

保
育
需
要
の
急
激
な
増
加
に
加
え
て
、要
支
援
児
も
増
加
し
て
お
り
保
育
の
量
と
質

を
い
か
に
保
証
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。そ
こ
で
、
市
の
基
幹
保

育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、小
規
模
保
育
施
設
を
視
察
・
調
査
し
た
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

保
育
の
量
と
質
の
保
証
が
大
き
な
課
題

今
後
の
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
内
の
３
つ
の

パ
タ
ー
ン
の
保
育
施
設
を
調
査

　
待
機
児
童
の
多
く
は
０
〜
２
歳
児

に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
０
〜

２
歳
児
に
特
化
し
た
地
域
密
着
型
の

小
規
模
保
育
園
の
拡
充
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。

　
国
が
進
め
て
い
る
女
性
の
就
業
支

援
の
た
め
に
も
企
業
主
導
型
の
保
育

事
業
導
入
に
つ
い
て
市
内
事
業
所
へ

の
働
き
か
け
を
進
め
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

　
大
和
保
育
所
は
福
津
市
の
手
本
に

な
る
べ
き
保
育
所
で
あ
り
、
保
育
士

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
、
全

て
の
小
規
模
保
育
所
と
連
携
す
べ
き

で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
各
保
育
施

設
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
障
が
い
児

や
要
支
援
児
へ
の
支
援
体
制
を
ど
う

す
る
か
で
あ
る
。
療
育
と
教
育
の
一

元
に
よ
る
支
援
体
制
が
急
が
れ
る
。

会派の
代表６人が
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日蒔野地域日蒔野地域

小規模保育施設

　
各
郷
づ
く
り
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
市
が
事
業
の
移
管
、
新
た
な
交
付
金
の

新
設
な
ど
を
柱
と
す
る
権
限
の
付
与
と
財
源
移
譲
を
提
案
。内
容
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。幹
線
道
路
の
渋
滞
に
伴
い
、
抜
け
道
と
し
て
生
活
道
路
に
進
入
す
る
車
両

が
急
増
。特
に
４
９
５
号
旭
橋
付
近
の
渋
滞
を
避
け
る
た
め
花
見
地
域
の
生
活
道
路

に
車
両
が
進
入
し
て
い
る
状
況
を
確
認
、調
査
を
行
っ
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）
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組
織
率
の
向
上
と
訓
練
等

地
域
と
一
緒
に
取
り
組
む

横山　良雄
福新会

　
自
治
会
や
隣
組
を
主
体
と
す
る
防
災

活
動
や
避
難
訓
練
と
、
実
際
に
起
こ
り

得
る
自
然
災
害
時
で
は
、
若
者
や
働
く

世
代
の
在
宅
少
数
化
で
状
況
は
か
な
り

違
っ
て
く
る
。
在
宅
高
齢
者
へ
の
配
慮

が
重
要
で
あ
る
。
住
宅
の
耐
震
補
強
や

宅
内
避
難
経
路
の
確
保
に
補
助
等
を
行

い
、
命
と
財
産
を
守
る
手
厚
い
施
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
災

害
時
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
信
や
企

業
支
援
の
要
請
な
ど
取
り
組
む
考
え

は
。

　
近
所
の
助
け
合
い
が
一
番
大
切
で
あ

る
。
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
を
推

進
し
、
支
援
し
て
い
く
。
耐
震
改
修
の

研
修
会
を
開
き
、
毎
年
度
予
算
を
上
げ

て
い
る
が
今
年
度
も
1
件
し
か
な
か
っ

た
の
で
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

▼
安
定
し
た
財
政
運
営
の
確
立
を
図
れ

　
毎
年
悪
化
す
る
経
常
収
支
比
率
の
推

移
は
財
政
負
担
を
更
に
強
い
る
も
の
だ

が
、
平
成
30
年
度
予
算
は
将
来
的
に
比

率
の
改
善
を
見
据
え
た
編
成
な
の
か
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒

字
計
画
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

　
人
口
増
加
に
伴
う
義
務
的
経
費
、
特

に
扶
助
費
の
増
加
、
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
の
改
善
と
維
持
補
修
費
の
増
大
な

ど
、
加
え
て
合
併
算
定
替
処
置
の
縮
減

な
ど
で
財
政
の
硬
直
化
は
進
む
。
本
年

度
は
積
み
上
げ
予
算
編
成
を
通
じ
経
常

経
費
の
抑
制
と
財
政
指
数
の
向
上
を
目

指
し
て
持
続
可
能
な
運
営
を
進
め
る
。

市
民
と
共
に
目
指
す
べ
き

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
た
い

江上　隆行
新政会

　
地
方
創
生
が
花
盛
り
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
で
成
功
し
て

い
る
自
治
体
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、

自
ら
の
ア
イ
デ
ア
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
で
重
要
な
こ
と
は
、
人
口

増
減
で
は
な
く
、
ま
た
、
国
か
ら
押
し

つ
け
ら
れ
て
取
り
組
む
も
の
で
も
な

く
、
福
津
市
自
ら
創
生
す
る
意
欲
を

も
っ
て
考
え
、
行
動
し
、
魅
力
的
な
ま

ち
に
し
た
い
の
で
、
予
算
を
頼
み
ま
す

と
国
へ
要
請
す
る
の
が
、
真
の
地
方
創

生
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ

る
。

　
ま
た
、
地
方
か
ら
国
へ
提
案
が
出
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
提
案
が
な
か
な

か
出
て
こ
な
い
の
で
、
国
が
い
ろ
い
ろ

メ
ニ
ュ
ー
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
の
が
地
方
創
生
の
現
状
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
10
年
先
、
20
年
先
、
い
や

50
年
先
の
福
津
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
見

据
え
、
福
津
市
が
取
り
組
む
施
策
の
精

査
・
検
証
を
通
じ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ

て
、
い
か
に
市
民
の
声
を
反
映
で
き
る

か
を
地
方
創
生
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
に

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
強
力
な
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
と

思
っ
て
い
る
。
本
当
に
失
敗
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
福
津
市
が
持
っ
て
い

る
資
源
、
自
然
の
豊
か
さ
、
市
民
力
の

高
さ
を
十
分
に
活
用
し
て
、
市
民
と
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、
目
指
す
べ
き
福

津
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
一
緒
に
作
っ
て
い

き
た
い
。

地方創生のあるべき姿とは何か地方創生のあるべき姿とは何か

答

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
自
主

防
災
活
動
の
将
来
像
は

地
方
創
生
は
市
自
ら
考
え

行
動
す
る
事
で
は
な
い
か

問

問答 答

問

急
増
す
る
小
・
中
学
校
区

で
は
教
室
確
保
が
急
務

吉水　喜美子
自由クラブ

　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
児
童

生
徒
の
急
増
に
伴
う
教
室
不
足
や
学
校

設
備
の
改
修
、
既
存
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年

度
予
算
で
十
分
と
い
え
る
か
。

　
福
間
小
学
校
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
教
室
棟

の
改
築
工
事
が
完
了
し
、
平
成
30
年
４

月
か
ら
使
用
す
る
。
管
理
棟
は
内
部
改

問答

修
や
リ
ー
ス
校
舎
、
第
２
職
員
室
を
設

置
し
、
長
寿
命
化
に
向
け
た
管
理
棟
の

実
施
計
画
を
本
年
度
行
う
。

　
福
間
南
小
学
校
で
は
、
教
室
棟
と
し

て
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
リ
ー
ス
校
舎

の
整
備
を
現
在
行
っ
て
お
り
、
職
員
室

の
拡
充
整
備
な
ど
管
理
棟
の
改
修
工
事

も
行
う
。
津
屋
崎
小
学
校
で
は
、
通
常

学
級
及
び
特
別
支
援
学
級
の
児
童
が
、

年
々
増
加
し
て
い
る
た
め
、
教
室
棟
と

し
て
リ
ー
ス
校
舎
の
整
備
を
行
う
。

　
福
間
中
学
校
で
は
、
限
ら
れ
た
校
地

面
積
の
中
で
生
徒
の
学
習
環
境
と
安
全

を
確
保
し
、
効
果
的
に
こ
の
施
設
整
備

を
行
う
。
平
成
30
年
度
に
基
本
設
計
を

も
と
に
、
改
築
に
向
け
た
実
施
設
計
を

行
い
、
年
次
的
に
整
備
を
行
う
。

　
児
童
生
徒
の
増
加
に
よ
る
通
学
区
域

等
の
変
更
に
着
手
す
る
考
え
は
。

　
平
成
30
年
度
に
通
学
区
域
の
見
直
し

に
つ
い
て
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
特
に

福
間
中
学
校
の
生
徒
の
急
増
も
あ
り
、

上
西
郷
小
学
校
の
特
認
制
度
も
含
め
て

総
合
的
に
検
討
を
行
う
。

福間南小学校のリース校舎福間南小学校のリース校舎

問答

観
光
入
込
客
数
増
と
市
の

知
名
度
向
上
に
資
す
る

井上　聡
政友会

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
逸
品
作
戦
と
発

信
力
の
強
化
で
福
津
ぷ
ら
り
市
を
Ｊ
Ｒ

博
多
駅
で
紹
介
し
て
い
る
が
今
後
の
考

え
は
。
ま
た
、
古
賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
考
え
は
。

　　
博
多
駅
で
の
福
津
ぷ
ら
り
市
は
す
ご

く
好
評
で
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
古
賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
出
店
者
や
手

問答

数
料
を
含
め
た
出
店
費
用
等
の
条
件
が

見
合
え
ば
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
で
あ

り
、
今
後
の
検
討
と
思
っ
て
い
る
。

　
農
業
基
盤
の
整
備
は
年
次
毎
に
進
ん

で
い
る
と
思
う
。
在
自
・
五
反
田
地
区

に
は
素
掘
り
の
水
路
な
ど
整
備
さ
れ
て

い
な
い
場
所
が
あ
る
。早
急
な
整
備
を
。

　
昨
年
４
月
に
在
自
区
か
ら
要
望
が
あ

り
、
現
地
立
会
を
行
っ
て
い
る
。
水
路

の
改
修
要
望
は
、他
地
区
か
ら
も
あ
り
、

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
て
計
画
的

な
整
備
を
行
い
、
用
排
水
管
理
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
映
画
、
ド
ラ
マ
の
誘
致
な
ど
、
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
み
は
。

　「
め
ん
た
い
ぴ
り
り
」
の
第
２
弾
で

津
屋
崎
千
軒
あ
た
り
を
ロ
ケ
地
に
と
の

申
し
出
が
あ
っ
て
お
り
、
喫
緊
の
う
ち

に
ロ
ケ
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
確
認
し
て

い
る
。
津
屋
崎
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会

の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

映画やドラマのロケ地誘致で賑いの創出を映画やドラマのロケ地誘致で賑いの創出を

問答問答

経常収支比率の推移改善を図れ経常収支比率の推移改善を図れ

教
室
不
足
や
学
校
施
設
等
の

老
朽
化
へ
の
対
応
は

新
し
い
福
津
の
推
進

に
つ
い
て

経常収支比率
単位:%

85.0

90.0

95.0

100.0

92.4 92.5

94.5

95.7

26年度決算 27年度決算 28年度決算 29年度決算 30年度決算

93.4
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議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

組
織
率
の
向
上
と
訓
練
等

地
域
と
一
緒
に
取
り
組
む

横山　良雄
福新会

　
自
治
会
や
隣
組
を
主
体
と
す
る
防
災

活
動
や
避
難
訓
練
と
、
実
際
に
起
こ
り

得
る
自
然
災
害
時
で
は
、
若
者
や
働
く

世
代
の
在
宅
少
数
化
で
状
況
は
か
な
り

違
っ
て
く
る
。
在
宅
高
齢
者
へ
の
配
慮

が
重
要
で
あ
る
。
住
宅
の
耐
震
補
強
や

宅
内
避
難
経
路
の
確
保
に
補
助
等
を
行

い
、
命
と
財
産
を
守
る
手
厚
い
施
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
災

害
時
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
信
や
企

業
支
援
の
要
請
な
ど
取
り
組
む
考
え

は
。

　
近
所
の
助
け
合
い
が
一
番
大
切
で
あ

る
。
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
を
推

進
し
、
支
援
し
て
い
く
。
耐
震
改
修
の

研
修
会
を
開
き
、
毎
年
度
予
算
を
上
げ

て
い
る
が
今
年
度
も
1
件
し
か
な
か
っ

た
の
で
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

▼
安
定
し
た
財
政
運
営
の
確
立
を
図
れ

　
毎
年
悪
化
す
る
経
常
収
支
比
率
の
推

移
は
財
政
負
担
を
更
に
強
い
る
も
の
だ

が
、
平
成
30
年
度
予
算
は
将
来
的
に
比

率
の
改
善
を
見
据
え
た
編
成
な
の
か
。

ま
た
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒

字
計
画
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

　
人
口
増
加
に
伴
う
義
務
的
経
費
、
特

に
扶
助
費
の
増
加
、
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
の
改
善
と
維
持
補
修
費
の
増
大
な

ど
、
加
え
て
合
併
算
定
替
処
置
の
縮
減

な
ど
で
財
政
の
硬
直
化
は
進
む
。
本
年

度
は
積
み
上
げ
予
算
編
成
を
通
じ
経
常

経
費
の
抑
制
と
財
政
指
数
の
向
上
を
目

指
し
て
持
続
可
能
な
運
営
を
進
め
る
。

市
民
と
共
に
目
指
す
べ
き

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
た
い

江上　隆行
新政会

　
地
方
創
生
が
花
盛
り
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
で
成
功
し
て

い
る
自
治
体
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、

自
ら
の
ア
イ
デ
ア
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
で
重
要
な
こ
と
は
、
人
口

増
減
で
は
な
く
、
ま
た
、
国
か
ら
押
し

つ
け
ら
れ
て
取
り
組
む
も
の
で
も
な

く
、
福
津
市
自
ら
創
生
す
る
意
欲
を

も
っ
て
考
え
、
行
動
し
、
魅
力
的
な
ま

ち
に
し
た
い
の
で
、
予
算
を
頼
み
ま
す

と
国
へ
要
請
す
る
の
が
、
真
の
地
方
創

生
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ

る
。

　
ま
た
、
地
方
か
ら
国
へ
提
案
が
出
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
提
案
が
な
か
な

か
出
て
こ
な
い
の
で
、
国
が
い
ろ
い
ろ

メ
ニ
ュ
ー
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
の
が
地
方
創
生
の
現
状
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
10
年
先
、
20
年
先
、
い
や

50
年
先
の
福
津
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
見

据
え
、
福
津
市
が
取
り
組
む
施
策
の
精

査
・
検
証
を
通
じ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ

て
、
い
か
に
市
民
の
声
を
反
映
で
き
る

か
を
地
方
創
生
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
に

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
強
力
な
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
と

思
っ
て
い
る
。
本
当
に
失
敗
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
福
津
市
が
持
っ
て
い

る
資
源
、
自
然
の
豊
か
さ
、
市
民
力
の

高
さ
を
十
分
に
活
用
し
て
、
市
民
と
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、
目
指
す
べ
き
福

津
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
一
緒
に
作
っ
て
い

き
た
い
。

地方創生のあるべき姿とは何か地方創生のあるべき姿とは何か

答

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
自
主

防
災
活
動
の
将
来
像
は

地
方
創
生
は
市
自
ら
考
え

行
動
す
る
事
で
は
な
い
か

問

問答 答

問

急
増
す
る
小
・
中
学
校
区

で
は
教
室
確
保
が
急
務

吉水　喜美子
自由クラブ

　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
児
童

生
徒
の
急
増
に
伴
う
教
室
不
足
や
学
校

設
備
の
改
修
、
既
存
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年

度
予
算
で
十
分
と
い
え
る
か
。

　
福
間
小
学
校
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
教
室
棟

の
改
築
工
事
が
完
了
し
、
平
成
30
年
４

月
か
ら
使
用
す
る
。
管
理
棟
は
内
部
改

問答

修
や
リ
ー
ス
校
舎
、
第
２
職
員
室
を
設

置
し
、
長
寿
命
化
に
向
け
た
管
理
棟
の

実
施
計
画
を
本
年
度
行
う
。

　
福
間
南
小
学
校
で
は
、
教
室
棟
と
し

て
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
リ
ー
ス
校
舎

の
整
備
を
現
在
行
っ
て
お
り
、
職
員
室

の
拡
充
整
備
な
ど
管
理
棟
の
改
修
工
事

も
行
う
。
津
屋
崎
小
学
校
で
は
、
通
常

学
級
及
び
特
別
支
援
学
級
の
児
童
が
、

年
々
増
加
し
て
い
る
た
め
、
教
室
棟
と

し
て
リ
ー
ス
校
舎
の
整
備
を
行
う
。

　
福
間
中
学
校
で
は
、
限
ら
れ
た
校
地

面
積
の
中
で
生
徒
の
学
習
環
境
と
安
全

を
確
保
し
、
効
果
的
に
こ
の
施
設
整
備

を
行
う
。
平
成
30
年
度
に
基
本
設
計
を

も
と
に
、
改
築
に
向
け
た
実
施
設
計
を

行
い
、
年
次
的
に
整
備
を
行
う
。

　
児
童
生
徒
の
増
加
に
よ
る
通
学
区
域

等
の
変
更
に
着
手
す
る
考
え
は
。

　
平
成
30
年
度
に
通
学
区
域
の
見
直
し

に
つ
い
て
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
特
に

福
間
中
学
校
の
生
徒
の
急
増
も
あ
り
、

上
西
郷
小
学
校
の
特
認
制
度
も
含
め
て

総
合
的
に
検
討
を
行
う
。

福間南小学校のリース校舎福間南小学校のリース校舎

問答

観
光
入
込
客
数
増
と
市
の

知
名
度
向
上
に
資
す
る

井上　聡
政友会

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
逸
品
作
戦
と
発

信
力
の
強
化
で
福
津
ぷ
ら
り
市
を
Ｊ
Ｒ

博
多
駅
で
紹
介
し
て
い
る
が
今
後
の
考

え
は
。
ま
た
、
古
賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

で
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
考
え
は
。

　　
博
多
駅
で
の
福
津
ぷ
ら
り
市
は
す
ご

く
好
評
で
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
古
賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
出
店
者
や
手

問答

数
料
を
含
め
た
出
店
費
用
等
の
条
件
が

見
合
え
ば
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
で
あ

り
、
今
後
の
検
討
と
思
っ
て
い
る
。

　
農
業
基
盤
の
整
備
は
年
次
毎
に
進
ん

で
い
る
と
思
う
。
在
自
・
五
反
田
地
区

に
は
素
掘
り
の
水
路
な
ど
整
備
さ
れ
て

い
な
い
場
所
が
あ
る
。早
急
な
整
備
を
。

　
昨
年
４
月
に
在
自
区
か
ら
要
望
が
あ

り
、
現
地
立
会
を
行
っ
て
い
る
。
水
路

の
改
修
要
望
は
、他
地
区
か
ら
も
あ
り
、

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
て
計
画
的

な
整
備
を
行
い
、
用
排
水
管
理
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
映
画
、
ド
ラ
マ
の
誘
致
な
ど
、
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
み
は
。

　「
め
ん
た
い
ぴ
り
り
」
の
第
２
弾
で

津
屋
崎
千
軒
あ
た
り
を
ロ
ケ
地
に
と
の

申
し
出
が
あ
っ
て
お
り
、
喫
緊
の
う
ち

に
ロ
ケ
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
確
認
し
て

い
る
。
津
屋
崎
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会

の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

映画やドラマのロケ地誘致で賑いの創出を映画やドラマのロケ地誘致で賑いの創出を

問答問答

経常収支比率の推移改善を図れ経常収支比率の推移改善を図れ

教
室
不
足
や
学
校
施
設
等
の

老
朽
化
へ
の
対
応
は

新
し
い
福
津
の
推
進

に
つ
い
て

経常収支比率
単位:%

85.0

90.0

95.0

100.0

92.4 92.5

94.5

95.7

26年度決算 27年度決算 28年度決算 29年度決算 30年度決算

93.4
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議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

議
会
だ
よ
り

ふ
く
つ

し
っ
か
り
と
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
考
え
る

蒲生　守
公明党

　
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
目
的
予
算
の

検
討
は
で
き
な
い
か
。
特
に
社
会
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
「
稼
げ
る
ま
ち
」
へ
の
投

資
に
着
目
し
、
土
木
費
・
商
工
費
の
予

算
ア
ッ
プ
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
優
先
順
位
が
高
い
事
業
へ
の
配
分
が

で
き
る
よ
う
、
効
率
的
、
効
果
的
な
予

算
編
成
に
努
め
て
い
く
。

問答

　
平
成
29
年
度
３
月
の
補
正
で
介
護
と

子
ど
も
関
係
の
予
算
が
約
１
億
円
残
っ

た
。同
じ
お
金
が
、当
初
予
算
に
上
が
っ

て
い
れ
ば
い
ろ
ん
な
事
業
が
で
き
た
。

扶
助
費
に
切
り
込
む
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
前
市
長
の
と
き
に
松
林
を
一

斉
に
き
れ
い
に
し
て
い
こ
う
と
、
３
年

間
毎
年
５
千
万
円
を
使
っ
て
松
林
再
生

を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
今
福
津
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
、
海
が
き
れ

い
、松
林
が
き
れ
い
な
ま
ち
と
な
っ
た
。

ま
た
地
域
の
か
た
が
た
も
松
林
の
再
生

の
た
め
に
努
力
を
さ
れ
る
地
域
参
加
型

の
い
い
循
環
が
で
き
て
い
る
。
要
望
で

は
あ
る
が
今
、
農
林
・
観
光
・
維
持
に

配
分
さ
れ
て
い
る
海
に
関
わ
る
予
算
を

一
本
化
し
、
海
予
算
と
し
て
目
的
予
算

を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
扶
助
費
の
削
減
に
よ
っ
て
財
源
確
保

を
目
指
す
こ
と
は
、
な
か
な
か
厳
し
い

と
考
え
る
。
ま
た
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
た
め
に
道
路
予
算
を
増
や
す
ご
要

望
は
わ
か
る
。
ま
た
、
海
予
算
も
今
後

の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

ボランティア団体が清掃活動を行っているボランティア団体が清掃活動を行っている

問答

国
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に

乗
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

戸田　進一
日本共産党

　
市
政
運
営
に
お
い
て
国
の
政
策
に
偏

り
す
ぎ
る
と
本
市
の
自
主
性
を
損
な
う

危
険
が
あ
る
。
国
の
地
方
創
生
等
の
事

業
メ
ニ
ュ
ー
を
使
っ
て
本
市
の
賑
わ
い

を
つ
く
る
の
を
否
定
し
な
い
が
、
本
市

の
産
業
構
造
等
に
沿
っ
た
事
業
の
組
み

立
て
が
必
要
で
は
な
い
か
。
　
　

　
さ
ら
に
、
市
の
事
業
を
推
進
す
る
中

心
は
市
の
職
員
で
あ
り
、
一
人
一
人
が

大
事
に
さ
れ
る
残
業
等
の
労
働
環
境
の

改
善
が
必
要
だ
。
考
え
は
。

問

　
そ
の
通
り
だ
。
将
来
必
要
と
な
る
財

源
確
保
の
た
め
に
、
国
の
事
業
メ

ニ
ュ
ー
に
乗
っ
て
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

　
ま
た
、
残
業
時
間
の
多
い
税
務
課
に

つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
手
を
講
じ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

　
健
康
づ
く
り
の
重
点
は
、
国
保
加
入

者
の
健
診
受
診
率
・
保
健
指
導
率
の

ア
ッ
プ
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
受
診
し

て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
受
診
項
目
の

充
実
や
保
健
師
の
増
員
を
図
る
こ
と

だ
。
市
の
考
え
は
。

　
魅
力
あ
る
健
診
に
つ
な
が
る
よ
う
努

力
す
る
。
ま
た
、
企
業
と
連
携
を
は
か

り
健
康
増
進
に
取
り
組
む
。
保
健
師
の

新
た
な
確
保
と
と
も
に
、
今
働
い
て
い

る
保
健
師
が
本
来
の
仕
事
が
で
き
る
よ

う
な
工
夫
も
必
要
だ
。

原﨑市長、２年目の市政運営原﨑市長、２年目の市政運営

答問答

海
予
算
の
新
設
を

求
め
る

市
の
実
情
に
沿
っ
た
事
業

の
組
み
立
て
が
必
要
で
は

①学童保育について
②郷づくり拠点整備について
③新原・奴山古墳群の今後の整備計画について

 8 . 永島 直行 ・・・・・・・・ P17

①市民との共働のまちづくりについて
②みんなですすめるまちづくりのために
③高齢者の移動手段について

 5 . 豆田 優子・・・・・・・・・ P15

①久末ダムの維持保全について
②企業主導型保育事業について

 6 . 米山　信 ・・・・・・・・・ P16

①産業廃棄物処理施設・関連施設等の紛争予
防に関する条例の制定を

②国民健康保険制度の広域化により加入者の
負担増にならないように求める

③ＪＲ沿い市道の畑作は問題では

 7 . 大久保　三喜男 ・・・・・ P16

ここが
聞きたい 一般質問

①郷づくりと地域自治の取組みについて
②観光政策について

 １ . 榎本 博・・・・・・・・・・ P13

①福津市スポーツ施策について
②福津市立大和保育所について

 2 . 中村 清隆 ・・・・・・・・ P14

①福津市正規職員給与の源泉所得税納付漏れ
と今後の対策について

 3 . 硴野　九州男 ・・・・・・ P14

①本市における食と農と福祉連携でのまちづく
りの考えを伺う
②今後の世界遺産来訪者の対応について考え
を伺う
③福津市正規職員給与の源泉所得税納付漏れ
についての考えを伺う

 4 . 永島 誠也 ・・・・・・・・ P15

榎本　博

問問
　
あ
る
自
治
会
の
脱
会
問
題
で
市
の
対

応
に
問
題
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
。

　
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
に
自
治
会
長

さ
ん
へ
意
見
を
申
し
上
げ
て
い
る
。
ま

た
十
分
話
し
合
い
、
解
決
し
て
欲
し
い

と
の
立
場
で
対
応
し
て
い
る
が
指
導
的

に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
相
談
に
対
し
て
回
答
が
一
転
二
転
、

市
が
何
を
す
る
べ
き
か
、
自
覚
が
無

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
部
署
内
だ
け

で
な
く
市
長
・
副
市
長
と
も
十
分
協
議

し
、
回
答
を
し
て
い
る
。

答 ▼
観
光
政
策
に
つ
い
て

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
体
制

整
備
が
重
要
と
考
え
る
が
。

　
観
光
政
策
と
し
て
重
要
と
認
識
し
て

お
り
今
後
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
観
光
の
拠
点
「
な
ご
み
」
の
指
定
管

理
を
や
め
る
と
あ
る
。市
長
の
考
え
は
。

　
観
光
施
設
と
し
て
変
え
る
こ
と
な

く
、
世
界
遺
産
を
は
じ
め
津
屋
崎
千
軒

の
活
性
化
を
中
心
に
福
津
市
の
観
光
戦

略
の
拠
点
と
し
て
考
え
て
い
る
。
ま
た

指
定
管
理
者
制
度
を
大
前
提
と
し
て
運

営
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

自
治
会
は
任
意
団
体
で
あ
り

積
極
的
に
関
わ
れ
な
い

自
治
会
の
脱
会
者
が

増
加
傾
向
。
対
策
は

市の観光戦略拠点「なごみ」市の観光戦略拠点「なごみ」

答答

問答 問




